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１． 目的

積雪地域における歩道は，車道で除雪された雪

が交差点の横断歩道部や車道の出入口部に残され

たり，狭い歩道に標識・看板・占用物があり，構

造的な問題から機械除雪が困難であったり，オペ

レーター不足の中で多雪期にタイムリーな対応が

できないのが現状である。

遠赤外線による融雪は，上方からの照射によっ

て融かすため，機械除雪のように人手を必要とせ

ず，従来の舗装の下に埋めるロードヒーティング

に比べ，照明灯的な形で設置が可能なことから，

施工性・維持管理が容易で効率的な融雪の可能性

を有しており，当事務所では上記課題の解消に向

け遠赤外線を利用した融雪装置の開発に取り組ん

でいる。

装置の融雪能力としては東北地方の平均的な降

雪強度である２．０cm／h 程度を目安に開発を進め

るものとした。

２． 遠赤外線による融雪

遠赤外線は，可視光線と同じ光の仲間であり可

視光線が街灯のように離れた位置から歩道面を明

るく照らすのに対し，遠赤外線は歩道上の雪を融

かす効果がある。雪は可視光線に対しては良い反

射体であるが，波長が３µm以上の赤外線を良く

吸収する性質があり，吸収されると氷を構成する

水分子に熱振動が生じそれによって融雪が行われ

る。

遠赤外線融雪装置の特徴としては以下の点があ

げられる。

� 照射と同時に融雪を開始するため，降雪前の

予熱運転を行う必要がない。

� 空気を暖めず直接雪を加熱する。

� 装置を街灯などに取り付けるだけで良く，舗

装内に電熱線などの発熱部を埋める必要がない

ため，従来のロードヒーティングに比べ，施工

および舗装の維持管理が容易でありコストが抑

えられる。

� 街灯のように照射するタイプであり，機械除

雪では難しい横断歩道などの歩車道境界部やバ

ス停，建物の出入口部などのスポット的な融雪

に有効。

� 装置の下で待っている人が暖かさを感じるこ

とができる。

５６ 建設マネジメント技術 2001年 4月号



融雪範囲�融雪範囲�

〔試験条件〕装置出力　3.6kW�
　　　　　　気　　温　－5.0℃�
　　　　　　降雪強度　0.6cm/h�
　　　　　　照射距離　2.5m

●この融雪装置は，点　A　の真上�
2.5mに装置を設置し，実際の融�
雪範囲の1/4を赤の点線で表して�
います。�

A

３． 室内試験

試作器として開発した装置の形状および規格は

写真―１のとおりである。本装置の降雪状況下に

おける融雪特性を確認するため文部科学省防災科

学技術研究所と共同で降雪装置を用いた融雪能力

の検証を行った（写真―２）。

検証では，東北大学の円山教授の協力のもと，

装置から照射されている融雪面積での遠赤外線照

射熱流量を実測し（図―２），融雪試験での融雪

量から遠赤外線照射熱流量と融雪能力の関係を整

理した（図―３）。

その結果，融雪面に対し約１６０W／m２程度の赤

外線照射熱流量を照射可能な装置で，時間降雪深

２cm／h 程度の降雪に対応（融雪）できることが

確認された。

図―１ 融雪イメージ図

（注） イメージ図の中の強調された部分は照
射されている遠赤外線をイメージしてい
るもので実際は目に見えません。

写真―２ 室内試験状況

図―２ 赤外線照射熱流量測定結果図
（H＝２．５m，出力３．６kW）

写真―１ 装置全景

・電源：単層２００V ・出力：３．６kW（１．２kW×３枚）
・寸法：５１０W×５１０L×３４０H ・重量：約２０kg
・ヒーター形状：面状
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図―３　赤外線照射熱流量と融雪能力図�
　　　　（気温０℃，降雪密度70kg/m3換算）�

４． 現地試験

室内試験の結果より，冬期現地試験に用いる融

雪装置の試作器（９．６kW）を製作し（写真―３），

屋外における自然状況での融雪能力検証を行うこ

ととした（図―４）。

現地試験は山形県山形市内（R１１２号）でH１３．

２．６～２．１９の期間と，秋田県湯沢市内（R１３号）

でH１３．２．２２～３．８の期間で実施する予定である。

【融雪装置の概要】

・電 源：単相２００V

・容 量：９．６kW（１．２kW×８枚）

・寸 法：L９６０×W６６０×H３４０（重さ約７０kg）

・ヒーター名：セラコンポヒータ（日本軽金属

（株））

・制御方法：降雪，路面温度，外気温度，ヒータ

温度

室内試験結果から冬期現地試験における推定能

図―５ 気温０℃の場合の推定融雪能力

図―６ 山形県山形市の場合の推定融雪能力（山形
市における１月の最低気温の平均－４．１℃）写真―３ 融雪装置

図―４ 現地設置イメージ

図―７ 秋田県湯沢市の場合の推定融雪能力（湯沢
市における１月の最低気温の平均－５．６℃）
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写真―５　融雪状況�
　　　　　（山形市内）�

写真―４　融雪状況（山形市内）�

遠赤外線融雪装置�

遠赤外線融雪装置�

装置が設置�
された個所�
の融雪状況�

装置が設置された個所の融雪状況�

装置が設置さ�
れていない個�
所の状況�

力としては，外気温度の違いにより図―５～７の

ように変化することが推定されている。

５． 現地試験状況

山形県山形市内における融雪状況は，写真―

５，６のとおりである。この写真の観測時点（H

１３．２．７）では降雪がなかったので，装置が設置さ

れていない個所の歩車道境界部は，歩道に積もっ

た雪が踏み締められて通行しにくくなっている。

一方，装置の設置された個所は，雪がスポット的

に融けて車椅子等でもスムーズに横断歩道に進入

していける状況にある。

また，通行人の反応も良好で，設置の要望が非

常に高いことが伺われた（アンケート調査実施

中）。

６． まとめ

今年度の現地調査で，風の影響等によるデータ

を収集し，融雪効果の検証を行う。

これにより，各地の現場条件（設置高さや降雪

量，気温，風等の気象）に合わせた装置の性能

（出力，形状等）を決められるように進めていき

たい。

さらに，反射板等の改良による装置のエネルギ

ー効率の向上を目指し，経済性も考慮した製品の

実用化を目指すものである。
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